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 要 旨 
目的： 
日本人男性と女性において、メタボリックシンドロームと脂肪肝に対するアルコールの

及ぼす効果を検討した。 
方法： 
一般病院で行われた健康診断を用いた横断研究を行った。本研究には 18,571 名の日本人

男性と女性が参加した。年齢は 18-88 歳、平均 BMI は 22.6 であった。標準化された質問

票が使われた。1 週間当たりのアルコールの総消費量が算出され、4 つに分類された。脂肪

肝は国立コレステロール教育プログラム成人治療パネル改訂版と新しい国際糖尿病連盟

(International Diabetes Federation)の評価基準に合わせて超音波を用いて評価した。 
結果： 
メタボリックシンドロームの有病率はほとんど変わっていないのにも関わらず、適度な

アルコール消費に注目が当たったことによって脂肪肝の有病率は男性と女性ともに低下し

た。男性の脂肪肝による有病率の全ての分類において、アルコール消費が全くないもしく

は最小限の人たちの有病率よりも低かった。女性では適度なアルコール消費のために脂肪

肝の有病率は、アルコール消費が全くないもしくは最小限の人たちの有病率よりも低かっ

た。ロジスティック回帰分析によりアルコール消費が少ない女性のメタボリックシンドロ

ームに対するオッズ比は 1.0 未満に低下したが、男性では顕著ではなかった。あらゆるアル

コール消費レベルの男性と軽度～適度なアルコール消費レベルの女性における脂肪肝のオ

ッズ比は 1.0 未満であった。 
結論： 
軽度～適度のアルコール消費は脂肪肝に対して望ましい効果があるが、メタボリックシ

ンドロームの日本人男性と女性には当てはまらない。 

 




